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明治30年頃の小木港

農
政
改
革
と
佐
渡
農
業
の

　
　
　
　
　
　
　

影
響
に
つ
い
て

金
光
　
英
晴
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問　

佐
渡
に
お
い
て
農
業
は

就
業
者
数
、
生
産
額
等
で
基
幹

産
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
担
い
手
の
高
齢

化
・
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

　

国
の
農
政
改
革
は
、
本
土
に

比
べ
、
耕
作
条
件
が
不
利
な
農

地
が
多
い
佐
渡
は
壊
滅
的
な
影

響
が
予
想
さ
れ
る
。
改
正
点
と

そ
の
影
響
、
今
後
の
振
興
策
に

つ
い
て
問
う
。

市
長　

国
の
農
業
政
策
の
改
正

点
は
、
大
き
く
５
つ
と
考
え
て

い
る
。
５
年
後
を
目
途
に
減
反

制
度
を
廃
止
。
米
の
所
得
補
償

交
付
金
を
平
成
26
年
度
か
ら
半

減
し
、
平
成
30
年
度
に
廃
止
。

米
価
変
動
対
策
交
付
金
を
平
成

26
年
度
に
廃
止
。
農
地
・
水
保

全
管
理
支
払
の
廃
止
。
日
本
型

直
接
支
払
制
度
の
創
設
。

　

影
響
に
つ
い
て
は
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
と
の
目

標
に
お
い
て
、
佐
渡
で
は
地
形

的
な
問
題
も
含
め
そ
れ
を
発
現

す
る
だ
け
の
条
件
が
整
っ
て
い

な
い
た
め
、
佐
渡
農
業
及
び
農

村
集
落
が
衰
退
す
る
と
の
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。

　

振
興
策
と
し
て
一
つ
は
販
売

戦
略
。
証
明
等
を
し
な
が
ら
美

味
し
い
米
、
安
全
な
米
を
つ
く

っ
て
、
高
く
と
も
買
っ
て
も
ら

え
る
仕
組
み
を
作
る
。　

　

二
つ
目
は
担
い
手
が
佐
渡
に

来
て
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
生

活
出
来
る
生
産
体
制
の
確
立
。

　

三
つ
目
は
お
客
様
に
信
頼
さ

れ
る
農
業
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
生
産
、
佐
渡
の
米
は
年
次
間

の
品
質
格
差
が
非
常
に
大
き
い

の
で
営
農
指
導
体
制
の
確
立
。

　

四
つ
目
は
総
合
産
業
化
。
企

業
参
入
に
は
農
地
法
等
の
壁
が

あ
る
。
特
区
と
い
う
形
で
取
り

除
い
て
い
く
。

質
問　

改
正
耐
震
改
修
促
進
法

が
、
11
月
25
日
に
施
行
さ
れ

た
。
主
な
改
正
点
は
、
耐
震
化

の
促
進
の
た
め
の
規
制
強
化
や

円
滑
な
促
進
の
た
め
の
措
置
等

で
あ
る
。
要
緊
急
安
全
確
認
大

規
模
建
築
物
の
有
無
と
佐
渡
市

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
ホ
テ
ル

等
宿
泊
施
設
の
耐
震
診
断
の
進

捗
を
問
う
。

市
長　

所
有
者
に
は
県
か
ら
直

接
通
知
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

現
在
通
知
に
向
け
た
準
備
作
業

に
入
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
県
は
、
支
援
制
度
を
創

設
す
る
と
の
こ
と
、
佐
渡
市
で

も
と
も
に
支
援
す
る
方
向
で
進

め
る
。
ま
た
、
佐
渡
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
策
定
後
の
平
成
22

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
と
も
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
国
の

補
助
制
度
、
県
の
対
応
等
を
見

極
め
な
が
ら
、
一
体
的
に
進
め

る
。
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０
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全
島
ぐ
る
み
の
祭
典
に

佐
藤
　
　
孝
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

小
木
港
開
港
４
０
０
年

記
念
事
業
は
全
島
を
あ
げ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
市
の
協
力
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
。
支
援
体
制
を
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　

北
陸
新
幹
線
の
開
業

や
、
新
造
船
の
高
速
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
の
就
航
に
向
け
た
小
木
港

の
ア
ピ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
佐

渡
を
全
国
に
売
り
込
む
絶
好
の

機
会
で
あ
る
。
佐
渡
全
体
の
観

光
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

平
成
27
年
に
就
航
予
定

の
小
木
・
直
江
津
航
路
の
高
速

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
や
北
陸
新
幹
線

開
業
に
向
け
て
の
誘
客
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　
　

本
年
４
月
か
ら
県
の
大

阪
事
務
所
の
機
能
拡
充
に
際

し
、
佐
渡
市
よ
り
職
員
１
名
を

派
遣
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
関
西
の
人

た
ち
に
と
っ
て
新
潟
で
一
番
行
き

た
い
場
所
は
佐
渡
と
い
う
結
果

が
出
て
お
り
、
非
常
に
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。
今
、
一
生
懸
命
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
誘
客
を
や
っ
て

い
る
最
中
で
あ
る
。

　
　
　

大
規
模
老
朽
危
険
施
設

の
対
策
に
つ
い
て
、
今
年
３
月

の
私
の
代
表
質
問
の
後
に
検
討

し
た
内
容
を
聞
く
。

　
　
　

佐
渡
市
と
し
て
は
建
築

基
準
法
の
関
係
も
あ
り
な
か
な

か
難
し
い
。
業
者
が
何
と
か
事

業
者
責
任
で
や
る
べ
き
で
、
他

の
施
設
と
の
絡
み
も
あ
る
。

　
　
　

老
朽
危
険
廃
屋
対
策
事

業
の
周
知
と
、
把
握
し
て
い
る

廃
屋
１
２
０
棟
を
図
面
に
落
と

し
、
防
災
組
織
に
も
周
知
す
べ

き
だ
が
。

　
　
　

市
の
職
員
は
、
率
先
し

て
周
知
を
徹
底
的
に
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
把
握
し
て
い
る
廃
屋
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
落
と
し
て

検
証
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
市
長
は
前
回

の
質
問
に
対
し
経
済
対
策
で
あ

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
当
初

予
算
で
一
定
額
の
予
算
計
上
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
非

常
に
効
果
が
あ
る
こ
と
は
分
か

っ
て
い
る
が
、
当
初
予
算
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
経
済
対
策

の
中
で
総
合
的
に
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

第39号　佐渡市議会だより

市 

長
質 

問

質 

問

市 

長

質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
市 

長
質 

問
市 
長

市 

長
市 

長

市 

長



8

認知症カフェでの憩いの時

「
佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
変
更
に
つ
い
て
問
う

金
田
　
淳
一
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、

　
　
地
域
の
よ
り
所
と
し
て
も
必
要

村
川
　
四
郎
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問　

平
成
21
年
に
10
年
間
を

見
通
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

て
い
な
が
ら
、
見
直
す
理
由
は

何
か
。

市
長　

策
定
後
に
世
界
的
不
況

な
ど
に
よ
る
経
済
対
策
が
あ

り
、
地
方
交
付
税
配
分
が
多
く

な
り
財
政
計
画
と
の
乖
離
が
生

じ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

質
問　

交
付
税
試
算
は
、
前
回

よ
り
か
な
り
多
額
を
見
積
も
っ

て
い
る
。
政
府
は
交
付
税
総
額

縮
減
を
目
指
し
、「
別
枠
加
算
」

1
兆
円
も
廃
止
す
べ
き
と
の
議

論
も
あ
る
が
心
配
は
な
い
の
か
。

市
長　

「
別
枠
加
算
」
に
つ
い

て
は
廃
止
を
前
提
に
試
算
し

た
。

　
　
　
　
　

国
レ
ベ
ル
で
の
交

付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
合

計
額
は
三
位
一
体
改
革
に
よ
り

平
成
19
年
度
が
一
番
厳
し
か
っ

た
。
総
額
が
縮
小
す
れ
ば
、
当

然
配
分
額
も
影
響
さ
れ
る
。

質
問　

財
政
計
画
の
歳
入
に
は

留
保
部
分
も
含
ん
で
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　

今
の
状
況
下
に
お

い
て
交
付
税
の
落
ち
て
い
く
部

分
、
人
口
に
よ
る
部
分
、
地
方

譲
与
税
で
増
加
部
分
、
ま
た
別

枠
加
算
に
つ
い
て
も
影
響
を
織

り
込
ん
で
い
る
。
交
付
税
見
直

し
議
論
の
中
で
プ
ラ
ス
要
因
も

あ
り
そ
う
だ
が
、
見
込
む
の
は

止
め
て
留
保
分
と
捉
え
て
い

る
。
歳
入
を
マ
ッ
ク
ス
で
見
込

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

質
問　

普
通
建
設
事
業
費
は
厳

し
か
っ
た
平
成
19
、
20
年
度
で

も
、
81
億
円
と
65
億
円
を
支
出

し
て
い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
す

平
成
31
年
度
の
56
億
円
で
市
内

経
済
に
心
配
は
な
い
の
か
。

市
長　

影
響
は
大
き
な
も
の
が

あ
る
と
思
う
。
広
い
市
域
に
お

い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱
え
て

い
る
の
で
、
国
に
強
く
要
望
し

て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
経
済
対

策
で
有
効
活
用
に
知
恵
を
絞
り

た
い
。

質
問　

人
件
費
総
額
は
前
回
の

平
成
31
年
度
54
億
円
か
ら
62
億

8
０
０
０
万
円
に
上
方
修
正

だ
。
他
自
治
体
で
は
、
一
人
当

た
り
の
給
与
削
減
に
も
取
組
み

始
め
て
い
る
が
。

市
長　

行
政
改
革
課
で
出
し
た

職
員
数
と
財
政
計
画
で
の
人
件

費
見
込
み
に
乖
離
が
出
て
き
て

い
る
。
こ
れ
に
は
我
々
独
自
の

給
与
削
減
に
着
手
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
こ
こ
で
英
断
を
持

っ
て
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
今
後
職
員
労
組
と
労
使
交

渉
を
経
た
上
で
、
給
与
削
減
に

踏
み
切
り
た
い
。

質
問　

市
の
認
知
症
者
は
予
備

軍
を
含
め
る
と
約
４
０
０
０
人

に
な
る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、

認
知
症
の
予
防
、
進
行
の
遅
延

や
介
護
相
談
の
場
と
し
て
、
ま

た
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
民
間

施
設
と
し
て
も
必
要
だ
。
早
急

に
民
間
カ
フ
ェ
開
設
を
支
援
す

べ
き
だ
。

市
長　

10
月
か
ら
認
知
症
カ
フ

ェ
を
両
津
、
相
川
、
国
仲
、
南

部
の
４
か
所
で
開
設
し
、
月
１

回
、
物
忘
れ
安
心
相
談
と
合
わ

せ
て
開
催
し
て
い
る
。
今
後
、

も
っ
と
場
所
と
回
数
を
増
や
す

検
証
が
必
要
だ
が
、
認
知
症
カ

フ
ェ
は
民
間
で
や
る
の
が
基
本

で
、
こ
の
施
策
は
行
政
だ
け
で

は
取
り
組
み
が
出
来
な
い
の

で
、
市
民
の
方
々
と
真
剣
に
話

し
合
い
を
進
め
、
最
終
的
に
は

民
間
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
の

が
一
番
良
い
と
思
う
。

質
問　

交
流
人
口
拡
大
の
重
点

施
策
で
あ
る
定
住
促
進
に
工
夫

が
見
え
な
い
。
視
察
を
し
た
離

島
の
成
功
例
な
ど
に
も
学
ぶ
べ

き
だ
。

市
長　

人
口
減
少
対
策
は
大
変

な
問
題
で
、
今
回
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
も

第
一
義
的
に
、
人
口
減
少
対
策

を
筆
頭
項
目
に
挙
げ
て
い
る
の

で
真
剣
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
種
子
島
で
は
、
移
住

者
の
支
援
を
民
間
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
て
、
私

は
、
こ
れ
が
基
本
だ
と
思
う
。

佐
渡
で
は
、
今
ま
で
紆
余
曲
折

が
あ
っ
た
が
、
市
と
連
携
し
て

定
住
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
、
移
住
し
た
方
々
を
中
心
に

佐
渡
マ
ス
タ
ー
ズ
と
い
う
組
織

を
12
月
10
日
に
立
ち
上
げ
た
。

質
問　

悪
戦
苦
闘
の
銀
鮭
養
殖

モ
デ
ル
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

問
う
。

市
長　

爆
弾
低
気
圧
や
、
水
温

上
昇
等
の
影
響
も
あ
り
、
予
定

の
生
産
量
が
確
保
さ
れ
て
な
い

の
で
大
変
残
念
な
結
果
に
な
っ

て
い
る
。
佐
渡
の
水
産
は
捕
っ

た
魚
を
た
だ
販
売
す
る
の
で
は

な
く
、
加
工
し
付
加
価
値
を
付

け
る
水
産
に
変
え
れ
ば
、
若
者

が
定
着
し
、
就
業
の
場
の
拡
大

に
な
る
。
今
後
の
事
業
運
営

は
、
国
・
県
や
事
業
主
体
と
も

協
議
し
て
何
と
し
て
も
続
け
る

方
向
で
、
12
月
12
日
の
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、
計
画
を
見
直

し
、
地
元
主
体
の
実
施
体
制
の

再
構
築
、
水
温
や
環
境
変
化
へ

の
調
査
等
を
１
年
間
か
け
て
行

い
、
そ
の
後
判
断
す
る
。
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